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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第40期

第３四半期累計期間
第41期

第３四半期累計期間
第40期

会計期間
自  平成23年11月１日
至  平成24年７月31日

自  平成24年11月１日
至  平成25年７月31日

自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日

売上高 (千円) 15,462,013 17,677,308 19,547,320

経常利益 (千円) 1,582,882 1,633,324 1,643,698

四半期(当期)純利益 (千円) 880,693 961,773 908,697

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 531,400 531,400 531,400

発行済株式総数 (株) 4,840,000 4,840,000 4,840,000

純資産額 (千円) 4,979,975 5,855,744 5,024,234

総資産額 (千円) 10,676,454 11,583,916 11,775,299

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 187.30 204.55 193.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 30.00

自己資本比率 (％) 46.6 50.6 42.7

　

回次
第40期

第３四半期会計期間
第41期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日

自  平成25年５月１日
至  平成25年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.93 5.21

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は関連会社を有しておりませんので、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりませ

ん。

３　第40期の「１株当たり配当額」には、特別配当５円を含んでおります。

４　潜在株式が存在しないため、「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新政権による金融緩和等経済政策への期待感から円

安・株高が進行し、景況感回復に明るい兆しが見られたものの、消費税増税問題や新興国の景気の鈍化な

ど未だ国内外に懸念材料が残っており、先行きは依然として不透明な状況であります。

このような状況のもと、当社におきましては、テレビコマーシャル等の広告戦略や販売促進のための

キャンペーンを多数行ったことにより、前年を上回る売上を達成することができました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は17,677百万円（前年同期比14.3％増）、営業利益は1,590

百万円（前年同期比2.4％増）、経常利益は1,633百万円（前年同期比3.2％増）、四半期純利益は961百万

円（前年同期比9.2％増）と増収増益となりました。

品種別売上高の状況は、タイヤは10,401百万円（前年同期比16.7％増）、ホイールは5,305百万円（前

年同期比9.8％増）、用品は695百万円（前年同期比2.6％増）、作業料は1,275百万円（前年同期比22.3％

増）となりました。また、販路別売上高の状況は、店舗売上高は11,905百万円（前年同期比15.3％増）、本

部売上高(通販)は3,903百万円（前年同期比11.6％増）、本部売上高(卸)は1,868百万円（前年同期比

14.1％増）となっております。

　

(2) 財政状態の分析

①資産の状況

当第３四半期会計期間末における資産は11,583百万円（前事業年度末比191百万円減少）となりま

した。主な変動要因は、商品646百万円の増加、売掛金359百万円の減少、未収入金263百万円の減少、現金

及び預金141百万円の減少などによるものであります。

②負債の状況

当第３四半期会計期間末における負債は5,728百万円（前事業年度末比1,022百万円減少）となりま

した。主な変動要因は、買掛金1,057百万円の減少、短期借入金800百万円の増加、長期借入金455百万円

の減少、前受金167百万円の減少、未払法人税等117百万円の減少などによるものであります。

③純資産の状況

当第３四半期会計期間末における純資産は5,855百万円（前事業年度末比831百万円増加）となりま

した。主な変動要因は、利益剰余金820百万円の増加などによるものであります。

　

(3) 従業員数
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従業員数が前事業年度末に比べて47名増加しております。主な理由は、事業規模拡大及び新卒採用に伴

うものであります。

　

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

 4/17



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,200,000

計 15,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年９月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,840,000 4,840,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式
（単元株式数　100株）

計 4,840,000 4,840,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月31日 ― 4,840,000 ― 531,400 ― 568,000
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

なお、フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール エルエルシー(ＦＭＲ Ｌ

ＬＣ)から平成25年７月18日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書の変更報告書により、平成25

年７月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認

できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

フィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール エルエルシー(ＦＭＲ ＬＬＣ)

の大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(百株)

株券等保有割合
(％)

フィデリティ投信株式会社
東京都港区虎ノ門４丁目３番１号
城山トラストタワー

2,609 5.39

エフエムアール エルエル
シー(ＦＭＲ ＬＬＣ)

米国 02210 マサチューセッツ州
ボストン、サマー・ストリート245

1,250 2.58

計 ― 3,859 7.97

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 ― 　

議決権制限株式(自己株式等) 　 ― 　

議決権制限株式(その他) 　 ― 　

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　137,900

―
株主としての権利内容に制限のない
標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式4,701,100 47,011 同上

単元未満株式 普通株式    1,000― 同上

発行済株式総数 4,840,000― ―

総株主の議決権 ― 47,011 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株(議決権10個)が含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式94株が含まれております。

３  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年４月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
フジ・コーポレーション

宮城県黒川郡富谷町
成田九丁目３番３号

137,900 ― 137,900 2.85

計 ― 137,900 ― 137,900 2.85
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年５月１日から

平成25年７月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年11月１日から平成25年７月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年10月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 563,394 421,791

売掛金 981,951 622,030

商品 2,908,462 3,554,815

未収入金 506,112 243,035

その他 262,911 198,196

貸倒引当金 △177 －

流動資産合計 5,222,655 5,039,869

固定資産

有形固定資産

建物 2,563,127 2,673,942

減価償却累計額 △517,803 △575,431

建物（純額） 2,045,324 2,098,510

土地 1,805,956 1,805,956

その他 2,554,807 2,745,798

減価償却累計額 △1,018,274 △1,222,142

その他（純額） 1,536,533 1,523,656

有形固定資産合計 5,387,814 5,428,123

無形固定資産 192,278 176,405

投資その他の資産 972,551 939,518

固定資産合計 6,552,644 6,544,046

資産合計 11,775,299 11,583,916
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年10月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,917,869 860,837

短期借入金 600,000 1,400,000

1年内返済予定の長期借入金 640,000 615,500

未払法人税等 430,102 312,382

賞与引当金 45,360 15,620

前受金 290,144 122,480

その他 318,707 351,117

流動負債合計 4,242,183 3,677,937

固定負債

長期借入金 1,955,000 1,499,500

退職給付引当金 61,826 71,615

資産除去債務 81,833 88,094

その他 410,221 391,024

固定負債合計 2,508,881 2,050,234

負債合計 6,751,065 5,728,171

純資産の部

株主資本

資本金 531,400 531,400

資本剰余金 568,000 568,000

利益剰余金 3,952,361 4,773,074

自己株式 △32,256 △32,256

株主資本合計 5,019,504 5,840,217

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 4,729 15,527

評価・換算差額等合計 4,729 15,527

純資産合計 5,024,234 5,855,744

負債純資産合計 11,775,299 11,583,916
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年７月31日)

売上高 15,462,013 17,677,308

売上原価 10,741,918 12,052,534

売上総利益 4,720,095 5,624,774

販売費及び一般管理費 3,166,774 4,034,233

営業利益 1,553,320 1,590,540

営業外収益

受取利息 4,457 4,246

受取配当金 1 1

協賛金収入 10,893 19,994

その他 30,176 37,572

営業外収益合計 45,528 61,814

営業外費用

支払利息 14,709 18,451

その他 1,257 579

営業外費用合計 15,967 19,030

経常利益 1,582,882 1,633,324

特別利益

固定資産売却益 1,185 2,927

特別利益合計 1,185 2,927

特別損失

ソフトウエア除却損 2,263 －

減損損失 － 24,373

その他 － 100

特別損失合計 2,263 24,473

税引前四半期純利益 1,581,804 1,611,778

法人税等 701,111 650,005

四半期純利益 880,693 961,773
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成24年11月１日  至  平成25年７月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年11月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期累計期間

(自  平成24年11月１日  至  平成25年７月31日)

税金費用の算出方法 　税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。

　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

特記すべき事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

前第３四半期累計期間（自　平成23年11月１日　至　平成24年７月31日）及び当第３四半期累計期間

（自  平成24年11月１日  至  平成25年７月31日）

当社の売上高は、冬季商品のスタッドレスタイヤ交換期にあたる第２四半期累計期間までに、売上高が

著しく片寄る季節的な傾向があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年11月１日
至  平成25年７月31日)

減価償却費 167,151千円 341,220千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年７月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年１月26日
定時株主総会

普通株式 117,552 25.00平成23年10月31日 平成24年１月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第３四半期累計期間(自  平成24年11月１日  至  平成25年７月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月29日
定時株主総会

普通株式 141,060 30.00平成24年10月31日 平成25年１月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

13/17



　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年７月31日)

当社は、カー用品等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年11月１日  至  平成25年７月31日)

当社は、カー用品等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年11月１日
至  平成25年７月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 187円30銭 204円55銭

    (算定上の基礎) 　 　

     四半期純利益金額(千円) 880,693 961,773

     普通株主に帰属しない金額 ― ―

     普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 880,693 961,773

     普通株式の期中平均株式数(株) 4,702,077 4,702,006

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年９月12日

株式会社フジ・コーポレーション

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　谷　　藤　　雅　　俊　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　今　　江　　光　　彦　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社フジ・コーポレーションの平成24年11月１日から平成25年10月31日までの第41期事業年度の第３四半期

会計期間(平成25年５月１日から平成25年７月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年11月１日から平
成25年７月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジ・コーポレーションの平成25年７月31日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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